
し
ょ
う
こ

つ
い た

だ
よ
り

ゆ
う
き

そ
め
いゆ

く

は
る

こ
う
い
ち
ろ

　

大
正
3（
1
9
1
4
）年
、
春
江
は

東
京
美
術
学
校（
現
・
東
京
芸
術
大

学
）日
本
画
科
に
入
学
し
、結
城
素
明

ら
に
学
ぶ
。大
正
8（
1
9
1
9
）年

に
首
席
で
卒
業
し
、
そ
の
後
も
研
究

科
に
残
り
勉
強
を
続
け
、
東
京
女
子

高
等
師
範
学
校（
現
・
お
茶
の
水
女
子

大
学
）の
講
師
と
な
っ
た
。

　

大
正
10（
1
9
2
1
）年
、「
春
に
生

き
ん
と
す
」が
第
2
回
帝
展（
現
・
日

展
）で
初
入
選
。
こ
の
作
品
の
制
作

中
、
恩
師
の
中
川
忠
順
か
ら「
春
江
」

の
雅
号
が
贈
ら
れ
た
。
昭
和
３

（
1
9
2
8
）年
、第
9
回
帝
展
で「
趁

春
」が
特
選
。
昭
和
４（
1
9
2
９
）年

に
は
、
春
江
を
生
涯
支
え
続
け
る
こ

と
と
な
る
芳
子
夫
人
と
結
婚
し
、
こ

の
年「
明
る
き
か
ぐ
の
こ
の
実
」で
連

　　

古
希
を
過
ぎ
て
か
ら
、
春
江
の
作

品
は
輝
き
を
一
層
増
し
、
鮮
や
か
な

色
彩
や
金
箔
な
ど
が
施
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
春
江
は「
実

物
を
写
す
だ
け
で
は
実
物
に
劣
る
絵

し
か
描
け
な
い
こ
と
に
な
る
。
自
分

の
心
を
通
し
て
描
い
て
こ
そ
絵
に
光

が
増
す
」。
こ
の
言
葉
を
い
つ
も
胸

に
お
き
、
日
本
の
美
を
描
き
続
け

た
。

　

昭
和
53（
1
9
7
8
）年
11
月
の
山

梨
県
立
美
術
館
オ
ー
プ
ン
に
先
立

ち
、
春
江
の
作
品
20
点
が
寄
贈
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
春
江
は
、
完
成

間
近
の
県
立
美
術
館
を
訪
れ
、「
こ
の

美
術
館
は
日
本
一
だ
」と
言
い
、
自

分
の
作
品
が
飾
ら
れ
る
こ
と
を
心
か

ら
喜
ん
で
い
た
と
い
う
。

　

昭
和
54（
1
9
7
9
）年
2
月
13

日
、
病
院
の
ベ
ッ
ト
の
上
で「
描
く

ん
だ
、
描
く
ん
だ
」と
い
う
言
葉
を

最
後
に
画
家 

春
江
は
、
85
歳
の
生
涯

を
閉
じ
た
。

〈
記
事
監
修
〉
山
梨
大
学 

教
育
人
間
科
学
部
教
授  

齋
藤
康
彦

県立美術館

望月春江の作品

甲府市貢川1-4-27
TEL 055-228-3322 山梨県立美術館 検 索

　

明
治
26（
1
8
9
3
）年
、
西
山
梨

郡
住
吉
村
増
坪（
現
・
甲
府
市
増
坪

町
）に
生
ま
れ
た
春
江（
本
名
・
尚
）

は
、
幼
い
頃
か
ら
草
花
や
昆
虫
な
ど

を
丹
念
に
観
察
す
る
の
が
何
よ
り
の

楽
し
み
だ
っ
た
。

　

山
梨
県
立
甲
府
中
学
校（
現
・
甲

府
一
高
）時
代
は
医
師
を
目
指
し
て

勉
強
に
励
み
、
特
待
生
で
卒
業
。
医

学
大
学
へ
の
進
学
を
目
指
し
て
上
京

し
た
が
、
そ
の
年
の
夏
、
春
江
が
中

学
時
代
に
描
い
た
人
物
画
を
目
に
し

た
美
術
史
家 

中
川
忠
順
の「
君
の
絵

は
素
晴
ら
し
い
。
ぜ
ひ
と
も
画
家
に

な
り
な
さ
い
」と
い
う
一
言
が
、
春

江
の
心
を
突
き
動
か
し
、「
何
よ
り
好

き
な
画
業
の
道
を
貫
こ
う
」と
決
心

さ
せ
た
。

常設展示室では、望月春江や穴山勝堂、近藤浩一路など山梨県
ゆかりの画家を中心に、日本画を展示。四季を表現した日本画
の世界を堪能することができる

続
特
選
を
受
賞
。
日
本
画
家
と
し
て

不
動
の
地
位
を
築
く
よ
う
に
な
る
。

　

昭
和
12（
1
9
3
7
）年
、
春
江

は
、
画
家 

近
藤
浩
一
路
ら
と
山
梨
美

術
協
会
を
設
立
。
翌
年
に
は
、
東
京

で
活
躍
す
る
画
家 

川
崎
小
虎
ら
と
日

本
画
院
を
結
成
し
た
。
当
時
、
春
江

た
ち
は
日
本
画
壇
全
般
を
リ
ー
ド
し

て
い
こ
う
と
い
う
志
を
持
ち
、
毎
晩

の
よ
う
に
集
ま
っ
て
い
た
。
そ
こ
に

は
、「
若
い
人
達
に
発
表
の
場
を
与
え

た
い
」「
あ
ら
ゆ
る
流
派
会
派
を
超
越

し
、
後
進
を
育
て
て
い
き
た
い
」と

い
う
熱
い
思
い
が
あ
っ
た
。　

　

昭
和
23（
1
9
4
8
）年
、
東
京
芸

術
大
学
の
近
く
に
終
の
住
み
家
を
定

め
た
春
江
は
、
旧
態
依
然
と
し
た
作

品
が
多
い
日
本
画
の
現
状
を
見
て

「
こ
れ
か
ら
の
日
本
画
は
新
し
く
な

い
と
い
け
な
い
」と
言
い
、
油
彩
画

の
展
覧
会
を
熱
心
に
見
て
回
り
、
洋

画
家
と
も
交
流
を
深
め
て
い
っ
た
。

草
花
や
昆
虫
の
写
生
に

夢
中
に
な
っ
た
少
年
時
代

「
春
に
生
き
ん
と
す
」か
ら

生
ま
れ
た
雅
号「
春
江
」

明
日
の
日
本
画
の
創
造
の

た
め
に
邁
進
し
た
日
々

や
ま
な
し
の
偉
人
た
ち

第

７
話

心
を
通
し
て
描
き
続
け
た

日
本
の
美
の
世
界

　

花
や
鳥
な
ど
自
然
の
生
命
力
を
見
事
に
表
し
、
写

実
的
な
中
に
も
柔
ら
か
さ
の
あ
る
独
自
の
日
本
画
を

確
立
し
た
望
月
春
江
。
心
を
通
し
て
描
き
出
し
た
そ

の
作
品
は
、
現
代
画
壇
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
み

今
な
お
色
鮮
や
か
に
輝
き
を
放
っ
て
い
る
。

ひ
さ
し

望
月
　
春
江1893�1979

四
季
の
美
を
愛
で

　
　
　
　
描
き
続
け
た
日
本
画
家

自宅の庭で、ユリ
の花をじっと見つ
める春江。スケッ
チは、納得するま
で何枚も描いてい
た

入退院を繰り返していた84歳の時に描き上げた
作品。制作の傍らでは、いつも芳子夫人が見守っ
ていた。この作品はコラニー文化ホール 大ホー
ルの緞帳（どんちょう）にもなっている

《惜春》（1978年）（山梨県立美術館蔵）

描かれている「まるい丘」は、幼い頃から慣れ親し
んだ郷里、甲府市増坪の風景と重なっている。
「春」を描くことが好きな春江は、色鮮やかな山梨
の春を思い描いていた

《春に生きんとす》（1921年）

石和で出会った見事なヒマワリに魅せられ、描い
た作品。東京都美術館に飾られた作品を前に、春
江は、「満足だ」と言っていたという

最後の作品となった《向日葵》（1978年）（山梨県立美術館蔵）

も
ち
づ
き　
し
ゅ
ん
こ
う
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